
〔
箱
根
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
〕

常
任
委
員
会
の
委
員
会
構
成
を

再
編
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

（
賛
成
多
数
）

〔
工
事
請
負
契
約
の
締
結
〕

◎
箱
根
関
跡
保
存
整
備
工
事
（
建

築
工
事
）

▽
契
約
相
手

西
武
建
設
・
箱
根

建
設
共
同
企
業
体

▽
契
約
金
額

２
億
７３７
万
５,０００
円

（
全
員
賛
成
）

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
３
項
目
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

�
箱
根
町
土
地
開
発
公
社
経
営
状

況
の
報
告

�
財
団
法
人
箱
根
町
観
光
公
社
経

営
状
況
の
報
告

�
財
団
法
人
箱
根
町
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
財
団
経
営
状
況
の
報
告

〔
厚
生
年
金
病
院
、
社
会
保
険
病

院
の
廃
止
・
売
却
を
中
止
し
、
地

域
の
医
療
の
充
実
を
求
め
る
陳
情

書
〕

◇
陳
情
者

健
康
保
険
病
院
労
働

組
合
三
島
病
院
支
部

（
全
員
賛
成
）

〔
湯
河
原
厚
生
年
金
病
院
・
湯
河

原
厚
生
年
金
保
養
ホ
ー
ム
の
存
続

を
求
め
る
陳
情
〕

◇
陳
情
者

厚
生
年
金
病
院
・

保
養
ホ
ー
ム
の
存
続

を
願
う
会（

全
員
賛
成
）

こ
の
２
件
の
陳
情
は
、
採
択
し

ま
し
た
。

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
〕

澤
村
恭
正
さ
ん
（
塔
之
澤
７４
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同

意
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

〔
厚
生
年
金
病
院
等
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
〕

こ
の
意
見
書
は
、
４
人
の
議
員

か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
関
係

行
政
庁
へ
要
望
す
る
意
見
書
を
次

の
と
お
り
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、可
決
し
ま
し
た
。（
全
員
賛
成
）

〔
障
害
者
自
立
支
援
法
案
の
撤
回

を
求
め
る
意
見
書
〕

こ
の
意
見
書
は
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
し
て
教
育
福
祉
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

引
き
続
き
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

〔
箱
根
町
宮
城
野
温
泉
会
館
条
例

の
制
定
〕

こ
の
議
案
は
、
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
と
も
な

い
、
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
た

め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
し
て
、
総
務
企
画

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

〔
箱
根
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
条
例
の

制
定
〕

〔
箱
根
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
ま
な
み
荘
条
例
の
制
定
〕

〔
箱
根
町
集
会
所
条
例
の
制
定
〕

こ
の
３
つ
の
議
案
は
、
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に

と
も
な
い
、
新
た
な
条
例
を
制
定

す
る
た
め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
、
教

育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

〔
箱
根
町
観
光
施
設
条
例
の
制

定
〕

〔
箱
根
町
畑
宿
寄
木
会
館
条
例
の

制
定
〕

〔
箱
根
町
駐
車
場
条
例
の
制
定
〕

〔
箱
根
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正
〕

こ
の
４
つ
の
議
案
は
、
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に

と
も
な
い
、新
た
な
条
例
を
制
定
、

も
し
く
は
現
行
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
た
め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
、
観

光
環
境
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

〔
箱
根
町
立
弓
道
場
条
例
の
一
部

改
正
〕

〔
箱
根
町
総
合
体
育
館
条
例
の
一

部
改
正
〕

〔
箱
根
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
改
正
〕

こ
の
３
つ
の
議
案
は
、
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
、

現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
た

め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
し
て
、
教
育
福
祉

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

議
会
条
例

契

約

報

告

陳

情

人

事

意
見
書

継
続
審
査

第１４１号議 会 だ よ り は こ ね

厚生年金病院等の存続を求める意見書
箱根町及び周辺は、高齢化が著しい地域であり、その傾向
はますます進行し、お年寄りの寝たきりや介護対策等は非常
に重要な問題であります。
そこで、「湯河原厚生年金病院・湯河原厚生年金保養ホー
ム」及び「三島社会保険病院・三島社会保険介護老人保健施
設」は、町内に公的な医療機関を有しない箱根町民にとって、
欠くことのできない施設として重要な役割を果たしておりま
す。
年金制度改革の名のもとで、厚生年金病院、社会保険病院
・介護老人保健施設などの廃止・売却が報じられています
が、高齢化の到来や生活習慣病に起因する要支援介護者が急
増している時代にこそ、湯河原厚生年金病院等が行っている、
総合的リハビリテーション医療や健康増進などの福祉を、非
営利の公的サービスとして今後も充実させることが必要であ
り、廃止や営利目的企業等に売却されることになれば、地域
住民の健康・安全へ及ぼす影響は、深刻かつ広範囲に支障を
きたすことになります。
政府におかれましては、「湯河原厚生年金病院・湯河原厚
生年金保養ホーム」及び「三島社会保険病院・三島社会保険
介護老人保健施設」が、今後とも公的な医療機関として引き
続き存続し、サービスが提供できるよう特段の配慮をされる
よう要望します。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１７年６月２１日

神奈川県足柄下郡箱根町

議会議長 古 川 貞 夫
（意見書の提出先）
内閣総理大臣・厚生労働大臣

（３） 平成１７年９月


